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1. はじめに

非常用海水ポンプ（原子炉補機海水ポンプ及び高圧炉心スプレイ補機海水ポンプ）の長尺

化に伴い海水ポンプ棚を撤去することから，循環水ポンプ吸込部への影響を考慮し，循環水

ポンプ渦防止板を設置する。本資料では取水槽を模擬した模型試験を通して，海水ポンプ棚

の撤去及び循環水ポンプ渦防止板の設置が循環水ポンプの取水性能に影響を及ぼさないこと

を説明する。 

2. 模型試験について

2.1 模型試験の概要 

海水ポンプ棚の撤去及び循環水ポンプ渦防止板の設置に伴う循環水ポンプ取水性能への

影響について，取水槽を模擬した模型試験を実施し水中渦の発生の有無を確認する。 

なお，模型取水槽は実機取水槽を縮小した形で作成し，縮尺比はターボ機械協会基準に

基づき決定する。また，相似条件として流速一致の条件＊で流量を算出する。各項目の縮

尺比を表1に示す。 

注記＊：ターボ機械協会基準 ＴＳＪ Ｓ００２-2005 「解説 5.2 水中渦」の「水中渦

に関しては，ＪＳＭＥ Ｓ００４-1984制定以来の実績と前述した実験結果などか

ら，模型では実物とほぼ同流速のところで渦発生状況を調べる必要があることが

わかる。」の記載に基づき，流速一致の条件で流量の算出を行う。 

表1 模型試験における各項目の縮尺比 

寸法比(Lm/Lp) 

流速比(Vm/Vp) 

流量比(Qm/Qp) 

注：表中の添字のうちmは模型を表し，pは実機を表す。 

模型試験の概略図を図1に，模型水槽の外観を図2に示す。模型水槽は実機と相似形状と

するが，水理的に影響を及ぼさない範囲において形状を簡略化する。模型試験で使用する

模擬ポンプは実機と外部形状が相似である中空管を使用し，模擬ポンプ用循環ポンプによ

り流量を模擬する。模擬ポンプは各流路に対して１台ずつ設置する。また，模擬ポンプの

上流に海水ポンプ（原子炉補機海水ポンプ，高圧炉心スプレイ補機海水ポンプ及びタービ

ン補機海水ポンプ）を模擬した形状の中空管を設置する。

なお，水の循環による流れの乱れは上流側で整流管にて整流する。
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注：点線の範囲に渦防止板を設置し試験を行う。 

図 1 模型試験概略図（平面図） 

図 2 模型水槽外観 
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2.2 模型試験の条件 

2.2.1 試験流量条件 

試験流量は実機運転範囲での流量に対して，表１に示した相似条件で算出される流量

で実施する。また，各模擬ポンプをＡ号機，Ｂ号機及びＣ号機と識別し，ポンプ運転台

数について３台同時運転，２台同時運転及び１台運転を設定する。実機と同条件とする

ため３台同時運転時には各流量100%を，２台同時運転時及び１台運転時には各流量120%

を設定する。試験流量について表2に示す。模擬ポンプ運転台数をまとめた試験ケースに

ついて表3に示す。 

表2 試験流量 

循環水ポンプ 

実機吐出量 

試験流量(100%) 

試験流量(120%) 

注記＊：流速一致条件の下で流量比 により設定する。 

表3 各試験ケースの模擬ポンプ運転台数 

試験ケース Ａ号機 Ｂ号機 Ｃ号機 各ポンプ流量(%) 

1 〇 〇 〇 100 

2 〇 〇 － 120 

3 〇 － 〇 120 

4 － 〇 〇 120 

5 － 〇 － 120 

6 － － 〇＊ 120 

注記＊：Ａ号機１台運転時とＣ号機１台運転時は流動条件が同じため，代表として

Ｃ号機１台運転時を確認する。 

2.2.2 試験方法及び判定基準について 

模型試験において規定の流量を流した際に，10分当たりの水中渦の発生有無を確認す

る。なお，確認方法は目視観察とし，水中渦の判定はターボ機械協会基準に定められる

水中渦が発生しないこととする。判定基準とする水中渦を図3に示す。 

図3 判定基準とする水中渦（ターボ機械協会基準＊より引用） 

注記＊：「ＴＳＪ Ｓ００２-2005 ポンプ吸込水槽の模型試験方法」に基づく。 

(m3/h) 
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2.3 模型試験の結果 

模型試験の水中渦の発生回数確認結果を表4に示す。ポンプ運転台数や流量を変更した場

合においても水中渦は発生しなかったため，海水ポンプ棚の撤去及び循環水ポンプ渦防止板

の設置が循環水ポンプの取水性能に影響を及ぼさないことを確認した。 

表4 試験結果 

試験ケース 
各ポンプ

流量(%) 

水中渦発生回数（回/10min） 

Ａ号機 Ｂ号機 Ｃ号機 

1 100 0 0 0 

2 120 0 0 － 

3 120 0 － 0 

4 120 － 0 0 

5 120 － 0 － 

6 120 － － 0 




